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Society 5.0のスマート建築
IoTとBIMを応用したスマートハウス、スマートビル
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キーワード

応用例・用途

研究概要

スマート建築、地震・火災用IoTセンサ、センサネットワーク、BIMとセンシング連携、
BIMのVR（バーチャルリアリティ）化、地震時の建築物の損傷検知・健全性評価、リア
ルタイム災害情報伝達、3Dスキャンデータ処理

スマートハウス、スマートビル、スマートシティ

Society 5.0 の建築として、スマートハウス、スマートビルを実現するための要素技術と設計技
術に関する研究を進めています。IoTとBIMを中心とする情報通信技術の応用に焦点を当てて
います。
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地震時損傷の自動通知無線センサネットワーク
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